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１．はじめに
　愛媛県では、近年の局地的な集中豪雨（いわゆ
るゲリラ豪雨）の発生や大型台風の接近が増加し
ているなど、水害の危険性の増加に対応するため、
河川のハード対策に加え、ソフト対策として、平
成25年 ６ 月１日から運用を開始した「えひめ河川

（かわ）メール」についてご紹介します。
　「えひめ河川（かわ）メール」は、「雨量情報・
河川の水位情報・ダム放流情報」を広く、かつ、

リアルタイムに情報発信する“河川情報アラーム
メールサービス”のことで、あらかじめ登録した
携帯電話やスマートフォン、パソコンにメールに
より情報を配信するサービスです。

２ ．「えひめ河川（かわ）メール」導入の背景（課
題）と効果

　本県の河川は、地形的な制約から、流路が短く
急流であり、天井川が多いため、常時の水量は少
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…………………………………愛媛県土木部河川港湾局河川課

ないものの豪雨に際しては流量が激増し
て水害が起こりやすい状況となっていま
す。これに加えて、近年のゲリラ豪雨の
発生や大型台風の接近等による水害の増
加も懸念されています。
　このような水害から住民の生命・財産
を守るために、河川堤防の整備など、従
来のハード整備を着実に進めていくとと
もに、“今、起こるかも知れない水害”
から住民の生命・財産を守るために、こ
の「えひめ河川（かわ）メール」は、“か
わ”の状況等を広く、かつ、リアルタイ
ムに情報提供することにより、「迅速な
水防活動の支援強化」、「住民や河川利用
者の自主避難活動への支援強化」などを
目指しています。
　この「えひめ河川（かわ）メール」を
導入した背景には、このような「迅速か
つ適宜・的確な情報提供」が重要である、
というところにあります。

　＜導入の背景と課題＞
➢住民に“かわ”の状況等を広く、早

く知ってもらいたい…でも、知って
もらうには、情報を探してもらわな
いと伝わらない。
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＜システムのイメージ図＞

➢水防団員等の水防従事者への情報伝達は、「河
川管理者（国・県）⇒水防管理者（市町）⇒水
防従事者」となる…水防従事者の迅速な水防
活動を支援できないか。

➢住民は、大雨の時など不安を抱えているはず
…少しでも不安を解消できないか。

➢避難指示の前に避難を考えている住民や避難
準備に時間が必要な住民もいるはず…迅速な
避難準備を支援できないか。

➢上流域で発生したゲリラ豪雨等に気が付かな
いうちに水位急上昇すると水難事故に遭遇す
る…危険回避を促せないか。

　このような課題を少しでも解消できないか…と
の想いから、「えひめ河川（かわ）メール」を導入し、

“かわ”の状況等を利用者に向けて配信すること
によって、いつどこで何をしていても“かわ”の
状況等がリアルタイムにメールで知らせることに
よって、幅広い方々が水害を回避できることを期
待しています。

　＜導入の効果＞
　➢水防従事者

“かわ”の水位等の情報をいち早く知ること
ができるため、水防活動の準備作業があらか
じめできる等、円滑かつ迅速な水防活動に役
立つ。

　➢洪水により被災のおそれがある方
“かわ”の水位等の情報を自動配信されるメ
ールによって知ることができるため、豪雨時
の不安の軽減や水害への警戒及び早期の避難
準備に役立つ。

　➢河川利用者
上流域での降雨の状況等を知ることができる
ため、早期避難が可能となり、水難事故の防
止に役立つ。

　なお、これらのほか、天気の予報機能としても
活用することができるため、天候に左右される仕
事に従事されている方など様々な場面で活用する
ことができます。

３ ．「えひめ河川（かわ）メール」の概要
⑴　利用の方法
　利用者は、あらかじめ「えひめ河川（かわ）メ
ール」に、携帯電話やスマートフォン、パソコン
を登録し、情報提供を受けたい「地域、配信情報
の種類、配信基準」などの設定を行うことで、注
意を喚起するアラームメールが届くシステムにな
っています。

⑵　配信情報
　アラームメールで配信される情報は、「雨量」、

「レーダー雨量」、「河川水位」、「ダム放流情報」
となります。なお、配信情報は10分ごとに配信基
準の判定を行います。

　＜配信情報＞
➢雨量

県内に設置されている138地点の雨量観測所
の雨量について、利用者が設定した基準値を
超過した場合にメールを配信
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　➢レーダー雨量
レーダーや地上の雨量計を組み合わせて、降
水量分布を解析したデータを基に、 5 ㎞メッ
シュエリアでの降雨量の最大値について、利
用者が設定した地域（20地域）ごとで基準値
を超過した場合にメールを配信

　➢仕　　　様：最大登録者数8,000人
　　　　　　　　配信速度10分以内

　➢河川水位
県下に設置されている35地点の水位観測所の
水位について、利用者が設定した 4 つの基準
水位（水防団待機水位・はん濫注意水位・避
難判断水位・はん濫危険水位）を超過した場
合にメールを配信

　➢ダム放流情報
県が管理する 6 ダムにおいて、放流が開始さ
れた場合にメールを配信

⑶　システムの整備概要
　➢事　業　費：約４３百万円
　➢入札の方式：公募型プロポーザル方式
　➢整 備 期 間：Ｈ24.12.26～Ｈ25. 7 .31
　　　　　　　　（Ｈ25. 6 . 1 運用開始）

４ ．「えひめ河川（かわ）メール」の運用にあた
って
⑴　利用促進活動
　平成25年 6 月 1 日のサービス開始に先立ち、各
方面で利用促進活動を行いました。
　県広報番組「愛顔（えがお）リンリン　いいえ
ひめ！」、県広報紙「愛顔（えがお）のえひめ」
をはじめ、ラジオ、CATV など各種マスメディ
アを活用し、積極的に周知活動を行いました。「え
ひめ河川（かわ）メール」のパンフレットでは、
県イメージアップキャラクターの“みきゃん”も
一躍買っています。
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⑵　運用実績
　利用者登録数については、サービスを開始し
た １ カ月間で約800名の登録があり、半年間で約
1,000名となっています。
　また、メール配信状況については、運用開始
後、半年間で延べ約 1 万 3 千回情報を提供してお
り、最大は平成25年10月24日の台風２７号にともな
う306回/日となっています。

　また、この「えひめ河川（かわ）メール」のよ
り一層の利便性が向上するようシステムのフォロ
ーアップも必要と考えています。

６ ．おわりに
　最後になりましたが、今年、 3 月21日から10月
26日にかけて、愛媛県及び広島県の島しょ部及び
臨海部において、歴史的景観や多島美を有する瀬
戸内海を舞台に春から秋にかけ季節ごとに多彩な
イベントを実施する「瀬戸内しまのわ2014」を開
催しています。
　期間中は、実行委員会が主催するメインイベン
トの他、地域の住民の方々が主役となる民間企画
イベントなど300以上のイベントが開催される予
定です。
　ぜひ、「しまのわ2014」のイベントにお越しく
ださい。

＜えひめ河川メール＞
http://www.pref.ehime.jp/h40600/kasenalarm/ 
h40600.htm
愛媛県 HP（ホーム）＞社会基盤＞河川・砂防・
水資源＞河川・砂防情報システム＞～えひめ
河川（かわ）メール～〔愛媛県河川情報アラー
ムメールサービス〕

“みきゃん”プロフィール
誕生日：2011.11.11（わんわんわんわんの日）

性格：明るくて好奇心旺盛、楽天的でくよくよしない
ﾁｬｰﾑﾎﾟｲﾝﾄ：ハートの鼻とみかんの花のしっぽ

しごと：愛媛県のPR

＜「瀬戸内しまのわ2014」公式HP＞
　http://www.shimanowa2014.jp/

５ ．今後に向けて
　“今、起こるかも知れない水害”から住民の生命・
財産を守るために…この想いを込めて、これから
も、「えひめ河川（かわ）メール」の利用者の拡
大に取り組んでいきたいと考えています。


